
 

都市大に宿る学びの活力を共有するために―― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交えながらの問題提起がなされました。例えば大学

の授業の捉え方として「教員の責任と学生の責任」

および「放置・放棄と授業の積極的改善」の二つの

次元があること、授業をつくるのが教師の役割であ

ること、高校までの授業と大学の授業との考え方の

違いなど、多様な側面が提示されました。そしで一

つの方向として示されたのが、大学での授業は「全

てを教えるのではなく、全てを学ばせる」、すなわち

自ら学ぼうとするようになることの重要性でした。 

質疑応答： 

後半は質疑応答によるディスカッションとなり

ました。ここでも参加者より数多くの質問、意見が

挙げられました。受講者が大人数であるときの評価

の問題、大学に入学する際のモチベーションの問

題、学生一人ひとりの考えや意欲を導き出すことの

重要性、板書をただ写すような受講姿勢への対応な

ど、多様な側面からの質問がありました。これに対

して岩崎先生が、一つ一つ丁寧に体験や実例を交え

ながらコメントを加えていきました。 

 

 

１．新任教員研修会 

～ 大学における授業とは何か ～ 

平成 25 年 6 月 12 日（金）17 時より、世田谷キャ

ンパス 13J 教室において、新任教員研修会が開催さ

れました。当日は新任教員 9 名、以前からの教員 4

名、湯本副学長、大上工学部長、委員会関係者等 8

名の計 21 名が参加し、活発な議論が行われました。 

要旨： 

・大学での授業に対する問題意識の共有が図られま

した。 

・受講人数や授業分野などの具体的テーマを設けて

の授業見学、ビデオのストック等のアイデアの提案

がなされました。 

・今後、さらなる研究機会を持ちたいとの提案がな

されました。 

講演： 

研修会はまず、中村先生の挨拶と研修会の説明で

始まりました。新任教員連続研修会のスケジュール

と主旨の説明がなされ、それぞれの研修会の進め方

などのお話がありました。 

次いで、岩崎先生より講演がありました。講演は

30 分ほどの短いものでしたが、教育実習や理科教育

などの実例に基づいた興味深い内容でした。 

講演テーマは「大学における授業とはなにか」。は

じめに中学校における教育実習生の授業の実例が

紹介されました。生徒たちが学んでいない用語を用

いた際、担任が「君たちはまだ学んでいない」とい

う言葉を発したがこれをどのように考えるか、とい

う具体的エピソードからスタートし、次々と実例を 
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 当日の議論が非常に有意義でありながらも時間が

限られていたことから、ディスカッションの最後に

は、これからもこの種の研修会を開催していきたい

旨、また具体的に互いの授業の見学やビデオ収録に

よる事例の共有などのアイデアが提案されました。 

＜永江総宜＞ 

FD専門委員会委員 新任教員研修WG 

熊谷正芳（工／機械システム） 

塩月雅士（工／エネルギー化学） 

白木尚人（工／機械工） 

永江総宜（都市生活／都市生活） 

中村正人（共通教育／物理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．開催案内： 公開授業 

 ～「社会文化フィールドワーク」～ 

 下記の要領で、FD 専門委員会による授業公開を

行ないます。 

 

科目名：「社会文化フィールドワーク」 

日時 ：7 月 23 日（木）2 時限（10：50～12：30） 

場所 ：横浜キャンパス 3 号館 4 階 

 グループワークルーム 

担当者：岡部大介、関博紀 

 

概要： 

本科目は、社会メディア学科の 2 年次専門科目で

す。前半を岡部先生が、後半を新任の関博紀先生が

担当していますが、まとめの数回は 2 名で指導しま

す。 

授業は通常、教員の話と学生のグループワークで

構成されています。教員の話の内容は、学科として

身に付けて欲しいと考えている「フィールドワー

ク」を含む質的調査法についての説明や成果のまと

め方等です。7 月 23 日は、学生の各グループの成果

発表および教員からのコメントが主な内容になり

ます。 

 

FD News Letter No.2 2015 

発行者：東京都市大学 全学教務委員会 FD 専門委員会（委員長 岩崎敬道） 

発行日：2015 年 7 月 15 日 

発表内容： 

主な発表は以下の通りです（10 組の学生グループ

の発表が予定されています）。 

・時間は潰しているのか？ 奪われているのか？：ソ

ーシャルゲームの魔力 

・異性がいないことで生み出される文化とは？：「女

子大」のつくられ方 

・なぜ秋葉原に人は集まるのか？：空間構造と回遊

性に注目して 

・新宿駅を攻略せよ：経路探索にみる巧みさ 

ほか 

 

FD専門委員会委員 

委員長 岩崎敬道（共通教育／教職） 

委員  岩尾 徹（工／電気電子） 

    熊谷正芳（工／機械システム）  

    栗原哲彦（工／都市工） 

塩月雅士（工／エネルギー化学） 

    清水由美子（ﾒﾃﾞｨｱ情報／社会ﾒﾃﾞｨｱ） 

    白木尚人（工／機械工） 

    杉本 裕代（共通教育／外国語） 

    永江総宜（都市生活／都市生活） 

    中村正人（共通教育／物理） 

    野中謙一郎（工／機械システム工） 

    星 義克（知識工／情報科学） 

編集担当（栗原・杉本） 

     

 

 

 

 

 

 


